
令和 4年 11 月 12 日 都のまつり文化研究会 講演会 於 ひとまち交流館 京都 

京都五山の送り火映像ライブラリについて 

京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課 

主任・文化財保護技師 福 持 昌 之 

 

［１］本ライブラリの概要 

・京都五山送り火連合会がホームページ上で運営する映像ライブラリ 

 ⇒ https://gozan-okuribi.com/2022/ja/library/library.html 

・令和３年度（2021）に、文化庁の補助金を活用して実施 

 制 度 名：令和２年度文化芸術振興費補助金 

第３次補正 地域文化財総合活用推進事業 

（地域無形文化遺産継承のための新しい生活様式支援事業） 

 補助対象：① 動画作成等魅力発信支援  ② 専用サイト開設支援  ③ オンライン配信支援 

④ リモート指導支援     ⑤ アーカイブ作成支援  ⑥ 相談窓口整備支援 

 製作体制：事業主体…京都五山送り火連合会（事務局・京都市文化財保護課） 

      制作業者…株式会社 CN インターボイス関西支社 

 主な映像：TOP １．京都五山送り火ダイジェスト（約５分）※ 

        ２．京都五山送り火ロングバージョン（約 65 分）※ 

      大文字 ３．大文字送り火（約 15 分）※ 

   ４．資料映像（2021 年撮影） …10本 

   ５．保存会撮影   …11本 

      妙法 ６．松ケ崎妙法送り火（約 14 分）※ 

   ７．資料映像（2021 年撮影） …11本 

   ８．保存会撮影   …7 本 

      船形 ９．船形万燈籠送り火（約 13 分）※ 

    10．資料映像（2021年撮影） …９本 

   11．保存会撮影   …11本 

      左大文字 12．左大文字送り火（約 14 分）※ 

    13．資料映像（2021年撮影） …11本 

   14．保存会撮影   …10本 

      鳥居形 15．鳥居形松明送り火（約 13分）※ 

    16．資料映像（2021年撮影） …12本 

   17．保存会撮影   …９本 

（※ナレーションあり） 

・準備作業や関連する行事など、これまであまり映像化されてこなかった場面も多数収録 

・コロナ禍による縮小点火（2020・2021）の撮影によるもの 

 （イレギュラーな行事執行の年を記録することになった） 

・通常の年の映像については、KBS 京都から映像提供をうけた 

・一般向けナレーションありの映像と、資料映像（ナレーション無なし）、保存会撮影映像も。 



［２］無形民俗文化財の映像記録のあゆみ 

・記録媒体や編集環境による変化 

 第１期：作品としてのドキュメンタリー映画 

フィルム映画による制約、フィルム（時間）＝費用 

  第２期：３点セットの記録映像（記録編、伝承編、一般編） 

磁気テープによるビデオ映像、磁気テープは安価 

  第３期：映像システム（インターフェース付） 

HDDなど大容量記録媒体、一覧表や導入画面から選択して映像を見る 

  第４期：素人やセミプロによる安価な映像との併用 

PC による動画編集ソフトの普及、スマホのカメラの性能向上 

・記録の捉え方による変化 

  第１期：報告書による記録（叙述と写真） 

  第２期：映画による記録（フィルム映像） 

  第３期：廃絶後の復活の際に参考となる資料、伝承のための教科書的な資料 

・映像の公開方法の変化 

第１期：市民団体等の上映会向けの 16 ㎜フィルム貸出 

  第２期：家庭用ビデオによる個人視聴向けの貸出（ＶＨＳビデオ～ＤＶＤビデオ） 

  第３期：あらゆる場所での個人視聴（ウェブサイトでの公開） 

  ※課題１（ウェブ公開を阻む要素）…著作財産権、無断複製、公衆送信権、個人情報保護 

  ※課題２（権利保持と利便性向上）…著作者人格権、資料的価値の担保 

  

［３］京都市における無形民俗文化財の映像記録 

・昭和 48年度（1973） 

  １．京都市文化観光局が 16㎜映画「久多の花笠踊」を製作 

  ２．日本新薬株式会社から京都市へ 16 ㎜映画「祇園祭」を寄贈 

  ３．京都市が「伝統行事・芸能等記録映画」の貸出事業を開始（16 ㎜フィルム） 

・フィルムからビデオへ 

１．平成 4年度（1992）まで 16㎜フィルムで記録映画を製作 

２．平成 11 年度（1999）～平成 15年度（2003）は VHS ビデオで記録映画を製作 

  ３．16 ㎜映画も、VHSビデオにテレシネして貸出 

・DVDビデオによる記録映像 

１．平成 21 年度（2009）以降、DVDビデオで記録映像を製作 

２．専用のリニア編集機から、PC による編集へ⇒ノンリニア編集が可能に 

３．HDDなど大容量の映像保存が可能に⇒抽出ではなく全記録へ 

・令和３年度（2021）２つの映像ライブラリーを開設 

１．多くの作品を並べた映像ライブラリー⇒「京都の歴史と文化 映像ライブラリー」 

       https://www.kyobunka.or.jp/library/ 

（公財）京都市文化観光資源保護財団のサイトに設置 

２．映像群で構成される映像資料サイト ⇒「京都五山送り火映像ライブラリ」 

        京都五山送り火連合会のサイトに設置 


